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 数 学 は ２ ０ 世 紀 に 抽象的な方向へ

大きな転換を遂げました。これは物

理学で言えば量子力学、生物学で言

えば分子生物学の成立にも比べられ

る大きな出来事です。「数学原論」（東

京図書）を著述することでこの転換

を主導したのが、当時は匿名のフラ

ンスの数学者集団でした。そのペン

ネームがニコラ・ブルバキです。  

 こ の 転 換 の 原 因 は いくつも考えら

れますが、なかでも重要なのが１９

世紀の数学者リーマンの創始した新

しい幾何学でした。古代ギリシャの

ユークリッド「原論」以来、幾何学

とは、１つしかない対象である平面

や空間の性質をその中にある図形を

通して理解するものでした。  

 １ ９ 世 紀 に な る と、非ユークリッ

ド幾何学が発見され、ガウスは空間

内の曲面の性質でまわりの空間とは

無関係になりたつものも発見しまし

た。これをうけてリーマンは、まわ

りの空間なしに幾何学的対象を構築

すること、そしてそのように得られ

る多種多様な空間を研究することの  

 

 

重 要 性 を 指 摘 し 、 幾何学の新しい方

向を指し示しました。（リーマン「幾

何学の基礎をなす仮説について」ち

くま学芸文庫）  

 リ ー マ ン が こ の 問 題を提示した時

点では、この新しい幾何学の対象を

正確に記述するためのことばはまだ

ありませんでした。彼の考えを実現

していく過程で、集合、位相空間、

多様体といった現代数学の基本的な

対象を記述する、抽象的なことばが

創造されていったのです。  

 ブ ル バ キ が 目 指 したのは、数学の

全貌をこのような当時最新のことば

で体系的に記述するという野心的な

試みでした。その成果が「数学原論」

全３７冊です。これは大きな影響力

をもち、数学のことばそのものを変

えてしまうほどの成功をおさめまし

た。現在の数学科で学ぶカリキュラ

ムが「数学原論」の目次とよく似て

いることが、その何よりの証です。  

 ブ ル バ キ は 、 数 学 の対象の複雑さ

は、代数的、幾何的、解析的な様々

な構造がおりかさなることで生じる  



 

 

も の で あ り 、 そ れ を解きほぐすこと

で対象が明確に理解できると主張し

ました。このように言うとあまりに

あたりまえのことのように聞こえま

すが、ブルバキの活動の前半という

決定的な時期に主導的な役割をはた

したヴェイユによれば、「あたりまえ

のことを当時は言う必要があった」

ということです。  

 現 在 は 構 造 の 考 えの限界も明らか

になり、今となっては「数学原論」

の全巻を読むこと自体にそれほど大

きな意味があるとはいえません。し

かし「代数」「位相」「可換代数」「リ

ー群とリー環」などの巻の明快で体

系的な記述は、２１世紀の今もその

価値を失っていません。これらの巻

で数学を学ぶ快感に、一度はひたっ

てみて欲しいものです。  

 ブ ル バ キ の 世 界 に触れてはみたい

けれど、そんなに何冊も読んでいる

余裕はないですか？では２冊だけな

らどうでしょうか。「線形代数の世界」

（東京大学出版会）と「集合と位相」

（東京大学出版会）は、そんな人の  

 

 

た め に 書 き ま し た。この２冊で現代

数学の抽象的な方法を堪能できるこ

とと思います。  

 ブ ル バ キ の 伝 記 は 、マシャル「ブ

ルバキ  数 学 者 達 の 秘 密結社」（丸善）

に紹介されています。「アンドレ・ヴ

ェイユ自伝・上下」（ 丸善・シュプリ

ンガー数学クラブ）も読み応えがあ

ります。ヴェイユの次の世代で中心

的な役割を果たしたセールとグロタ

ンディークが交わした手紙を収めた

P.  Co lmez ,  J - P .  Se r r e 編 ,  Gro then -  

d i e ck - Se r r e  Co r r e spondence  （ フ

ラ ン ス 数 学 会 ）とその英仏二言語版

（アメリカ数学会）からは、彼らの

活躍のようすが伝わってきます。  

 ブ ル バ キ と 「 数 学 原論」そしてセ

ールとグロタンディークについては、

雑誌「数学セミナー」に紹介記事を

書きました。私のホームページで公

開していますので検索してみてくだ

さい。  

 

 

 


